
令和元年9月12日（木）

19：20～21：00

横浜ﾍﾞｲｼｪﾗﾄﾝﾎﾃﾙ＆ﾀﾜｰｽﾞ
28Fﾏﾝﾊｯﾀﾝﾙｰﾑ
Tel: 045-411-1111

「 糖尿病・肥満症診療における
個別化・最適化とIoT・AI活用の展望 」

特別講演（19：30～20：30）

意見交換 (20：30～21：00)

琉球大学大学院 医学研究科
内分泌代謝・血液・膠原病内科学講座 （第二内科）教授益崎 裕章 先生

謹啓 時下、 先生におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は弊社製品に関しまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さてこの度、「Diabetes Conference in KANAGAWA」を下記の如く開催

させて頂く運びとなりました。

つきましては、何卒本講演会へご参加賜りますようご案内申し上げます。

謹白

日 時

※会終了後に情報交換会を準備しております。

※先生ご自身の旅費を弊社にて実費負担させていただく場合がございます。その際は弊社より、ご施設のルールを確認の上、

個別にご相談させていただきますのでよろしくお願い致します

Diabetes Conference in KANAGAWA

場所

～実診療におけるIoT・AIの活用について～

総合司会

共催；神奈川県内科医学会糖尿病対策委員会 / MSD株式会社

横浜市立大学大学院医学研究科分子内分泌・糖尿病内科学 教授寺内 康夫 先生

<開会の辞> 松葉 育郎 神奈川県内科医学会 糖尿病対策委員会 委員長

製品紹介：「スージャヌ配合錠」

演 者

<閉会の辞> 高井 昌彦 神奈川県内科医学会 糖尿病対策委員会 副委員長


